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１．目  的 

 水ナスは低温期の樹勢が弱いため、12 月～1 月定植の加温半促成栽培において、夜間の

温度を最低 16℃に設定し、加温する必要があることを明らかにしてきた。しかし、最近の

原油価格高騰や、農業生産においても地球温暖化対策への取り組みが求められる中、省エ

ネルギー型生産技術が望まれている。今回、発熱効率が従来の電熱温床線よりも良好な新

発熱体を用いて局所的に地面を加温し、新発熱体の性能とともに生育促進効果を検証した。 

 

２．方 法 

【試験１】コンテナ（縦 60cm×横 45cm×深さ 20cm）に当所試験ほ場用土（灰色低地土）

を充填した。対照区は市販の電熱温床線を用い、試験区は新発熱体を埋め込んだ。コンテ

ナ中央部に温度センサーを差し込み、20℃に設定した。栽培状況を再現するために潅水後、

用土表面を 0.03mm 黒マルチで覆った。対照区、試験区とも地温を計測するとともに、通電

時間を基に消費電力を計測した。 

【試験２】2010 年 1 月 6 日にあらかじめ準備しておいた水ナス接木苗(穂木：絹皮水ナス、

台木：赤虎)を 1a の PO 二重被覆ハウスに定植した。ハウス内に幅 1m、長さ 15m の畝をた

て、株間 50cm、1 条植、3 本仕立てとした。定植後、畝を 0.03mm 厚の黒ポリマルチで覆

った。試験開始までの期間、2 棟とも温風暖房機 KA-120 により設定温度を最低 16℃とし、

加温を行った。局所加温試験は 2010 年 2 月 8 日より開始した。1 棟は継続的に温風暖房を

行い、もう 1 棟は暖房を停止し、地温加温のための発熱体を設置し、最低地温 16℃に設定

した。ハウスごとに燃料消費量、電力消費量を計測し、保温効果および省エネ効果を検証

した。また、水ナスの初期生育状況（草丈の伸長状況）を調査した。                            

 

３．結果および考察                              

【試験１】地温は両区とも 20℃前後に制御されていたが、電力使用量を見ると、試験期

間中、対照区は 5.794KW であったのに対し、試験区では 2.502KW で対照区の約 43%の電

力であり、省エネ効果が確認できた。 

【試験２】初期生育については従来の温風加温区で良好であったが、生育ステージが進む

につれて局所加温区が追いついてくる傾向を示した。無加温区に比較して明らかに局所加

温区で生育促進効果が得られた。また、消費電力については従来の電熱温床線よりも明ら

かに省エネルギーであることが明らかとなった。 

今回の試験においては、ごく初期の生育は、従来の温風加温で最も生育が良好である結

果となったが、加温ハウスでは最低夜温がほぼ 15℃前後であり、ハウス内の平均気温は

18.4℃であったのに対し、無加温ハウスでは平均温度で 15.3℃あるものの、最低夜温は 1.8

℃まで低下しており、夜温の極端な低下が若干の生育遅延につながったとも考えられた。

これについては、今後、発熱体の設置方法やハウスの一部加温を含めた温度設定条件、ト

ンネルがけ等保温の工夫により補完できる可能性も考えられた。 




